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津
留
研
究
史
へ
の
疑
義
二
点―

戦
前
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
史
料
批
判
の
欠
如
に
つ
い
て 
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
少
数
者
，
海
村
調
査
，
水
上
生
活
者
，
史
料
批
判

 

一
、
本
稿
の
目
的 

本
稿
で
は
、
日
本
民
俗
学
の
黎
明
期
で
あ
る
一
九
一
〇
年
代
に
、
水
上
生
活
者
の
根
拠
地
と
し

て
研
究
者
に
見
出
さ
れ
た
大
分
県
臼
杵
市
諏
訪
津
留
（
以
下
で
は
津
留
と
す
る
）
の
研
究
史
を
振

り
返
り
、
二
点
の
疑
義
を
提
出
す
る
。
第
一
は
、
津
留
の
人
び
と
が
元
は
民
間
宗
教
者
で
あ
っ
た

と
す
る
、
柳
田
國
男
の
仮
説
に
対
す
る
疑
義
で
あ
る
。
第
二
は
、
研
究
者
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と

素
朴
に
信
じ
ら
れ
て
い
た
情
報
の
出
処
へ
の
疑
義
で
あ
る
。 

先
行
研
究
お
よ
び
現
地
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
津
留
は
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
船
で
暮
ら
し
て
い

た
「
能
地
漁
民
」
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
集
落
の
よ
う
で
あ
る
〔
厚
二
〇
〇
九
〕
。
し
か
し
漁
業
経
済

学
者
の
羽
原
又
吉
は
、
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
、
津
留
は
能
地
系
の
集
落
で
は
な
く
、
独
立
し
た

一
派
と
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
〔
羽
原
一
九
六
三
〕
。
羽
原
が
こ
の
考
え
を
述
べ
た

当
時
、
津
留
の
人
び
と
の
主
た
る
生
業
が
漁
業
で
は
な
く
、
女
性
の
行
商
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
た
〔
瀬
川
一
九
三
八-

一
九
三
九
〕
。
津
留
は
交
易
、
能
地
は
漁
業
の
集
落
ゆ
え
、
羽
原
は
両

者
が
同
系
統
か
疑
っ
た
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
ア
ジ
ア
の
「
漂
海
民
」
研
究

の
第
一
人
者
だ
っ
た
羽
原
を
悩
ま
せ
る
ほ
ど
、
津
留
の
生
活
と
伝
承
は
人
文
社
会
学
者
に
と
っ

て
魅
力
的
だ
っ
た
。
そ
れ
は
民
俗
学
者
に
と
っ
て
も
同
様
で
、
津
留
は
、
柳
田
國
男
が
主
導
し
た

日
本
民
俗
学
史
上
初
の
海
辺
の
集
落
調
査
で
あ
る
「
離
島
及
び
沿
海
諸
村
に
於
け
る
郷
党
生
活

の
研
究
」
（
一
九
三
七-

一
九
三
九
年
。
通
称
「
海
村
調
査
」
）
の
調
査
地
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。 

津
留
の
研
究
史
は
柳
田
國
男
が
主
宰
す
る
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
に
一
九
一
五
年
に
四
篇
、
一
九

一
六
年
に
一
篇
、
シ
ャ
（
シ
ャ
ア
、
シ
ヤ
ア
、
シ
ャ
ー
と
も
記
述
さ
れ
る
）
の
論
考
が
発
表
さ
れ

た
こ
と
に
始
ま
る
。
シ
ャ
と
は
津
留
の
人
び
と
を
い
う
他
称
で
、
や
や
侮
蔑
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

も
ち
、
自
称
と
し
て
は
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
注
一
）
。
か
つ
て
の
津
留
は
移
動

的
な
生
活
を
す
る
人
び
と
が
つ
く
っ
た
集
落
ゆ
え
に
、
漁
村
を
含
む
周
辺
の
定
住
村
と
は
文
化

が
異
な
り
、
近
隣
集
落
の
人
び
と
か
ら
「
外
国
の
よ
う
」
と
さ
え
言
わ
れ
た
（
注
二
）
。
さ
ま
ざ

ま
な
表
現
で
語
ら
れ
る
津
留
の
個
性
は
、
平
家
落
人
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
が
故
で
あ
る
と
伝
え
る

津
留
の
人
び
と
の
誇
り
で
あ
る
一
方
、
近
隣
集
落
と
違
う
発
音
の
癖
な
ど
は
異
質
視
の
要
因
に

な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
八
七
五
年
に
津
留
の
民
家
で
開
校
し
た
創
立
諏
訪
学
校
（
現
臼
杵
市
立

海
辺
小
学
校
）
に
は
、
津
留
を
含
む
諏
訪
地
区
と
、
近
隣
の
漁
村
で
あ
る
大
浜
、
中
津
浦
の
子
ど

も
約
三
〇
人
が
通
い
は
じ
め
た
（
注
三
）
。
し
か
し
大
正
期
に
な
っ
て
も
津
留
の
子
ど
も
た
ち
の

就
学
率
は
低
か
っ
た
（
注
四
）
。
だ
が
次
第
に
就
学
率
は
上
が
り
、
そ
れ
と
と
も
に
集
落
ご
と
の

個
性
は
薄
れ
て
い
っ
た
。
や
が
て
、
高
度
経
済
成
長
期
以
後
に
な
る
と
、「
伝
統
的
な
生
活
」
は

見
え
な
く
な
り
、
研
究
者
の
関
心
は
津
留
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
柳
田
が
一
九
一
五
年

に
「
シ
ャ
研
究
」
の
嚆
矢
と
し
て
提
出
し
た
仮
説
は
、
検
証
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。 

筆
者
が
二
〇
〇
八
年
か
ら
断
続
的
に
実
施
し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
後
述



津留研究史への疑義二点

（26）

す
る
柳
田
の
「
民
間
宗
教
者
仮
説
」
は
お
ろ
か
、
津
留
を
訪
ね
た
研
究
者
も
津
留
の
人
び
と
に
は

記
憶
さ
れ
て
い
な
い
（
注
五
）
。「
津
留
の
歴
史
」
と
し
て
現
地
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
盆
歌

（
ク
ド
キ
と
い
わ
れ
る
）
で
七
七
調
の
叙
事
歌
謡
で
あ
る
「
津
留
物
語
」
〔
厚
二
〇
〇
九
〕
と
、

行
政
文
書
の
控
ら
し
き
『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
の
コ
ピ
ー
〔
厚
二
〇
一

〇
〕
で
あ
る
（
注
六
）
。「
津
留
物
語
」
は
毎
年
八
月
に
先
祖
供
養
の
た
め
の
盆
踊
り
で
謡
わ
れ
る

た
め
、
津
留
の
人
の
耳
に
馴
染
ん
で
い
る
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
の
「
村
の
歴
史
」
で
あ

る
。『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
の
方
は
対
外
的
に
作
ら
れ
た
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

な
「
村
の
歴
史
」
で
、
集
落
の
一
部
の
人
が
コ
ピ
ー
を
伝
え
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
平
家
落
人
の
集

落
と
し
て
の
津
留
の
歴
史
性
を
説
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
か
つ
て
津
留
の
人
び
と
は

民
間
宗
教
者
で
あ
っ
た
と
す
る
柳
田
仮
説
と
の
接
点
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
齟
齬
が
生
じ
て
い

る
背
景
に
は
、
戦
前
日
本
民
俗
学
に
お
け
る
史
料
批
判
の
欠
如
が
あ
る
。 

 

二
、
柳
田
國
男
の
民
間
宗
教
者
仮
説
の
検
討 

津
留
が
平
家
の
車
を
守
る
役
を
担
っ
た
人
び
と
の
子
孫
の
集
落
で
あ
る
こ
と
は
、
近
世
期
の

随
筆
集
で
あ
る
「
関
秘
録
」
に
み
え
る
が
短
い
記
述
で
あ
る
。
詳
細
な
津
留
の
習
俗
の
記
録
と
し

て
は
、
成
城
大
学
柳
田
文
庫
の
「
海
部
記
事
」（
諸
国
叢
書
九
、
出
版
者
不
明
一
九
一
一
年
）
が

最
古
で
あ
る
。『
郷
土
研
究
』
の
論
考
よ
り
先
に
「
海
部
記
事
」
は
成
立
し
て
い
た
。
柳
田
が
「
海

部
記
事
」
を
入
手
し
た
経
緯
と
時
期
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
資
料
の
名
称
は
、
柳
田
文
庫
の

目
録
に
は
「
海
部
記
事
」
と
あ
る
が
、
現
物
に
は
「
特
殊
部
落
調
査
」
と
あ
る
。
柳
田
は
元
の
資

料
名
を
無
視
し
て
、
自
分
の
蔵
書
に
す
る
際
に
「
海
部
記
事
」
に
資
料
名
を
変
更
し
た
ら
し
い
。

少
数
者
の
生
活
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
一
九
一
〇
年
代
の
若
き
柳
田
は
、
津
留
の
事
例
を
「
特
殊

部
落
の
特
殊
な
事
例
」
と
し
て
扱
う
こ
と
に
慎
重
だ
っ
た
。 

『
郷
土
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
五
篇
の
論
考
の
う
ち
、
最
も
早
く
『
郷
土
研
究
』
に
掲
載
さ
れ

た
の
は
柳
田
國
男
「
護
法
童
子
（
毛
坊
主
考
の
十
）
」
で
あ
る
。
民
間
宗
教
者
を
扱
う
こ
の
論
考

で
、
柳
田
は
津
留
の
人
び
と
に
つ
い
て
「
関
秘
録
」
を
根
拠
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。 

「
豊
後
の
海
辺
に
魚
売
な
ど
を
し
て
暮
ら
す
者
に
事
捨(

じ
し
や)

て
ふ
部
落
の
あ
っ
た
こ
と

は
、
関
秘
録
巻
五
に
出
て
居
る
。
百
姓
賤
し
み
て
之
と
通
婚
交
際
せ
ず
、
俗
に
は
之
を
シ
ヤ
ア
と

も
呼
ぶ
。
安
徳
天
皇
御
入
水
の
時
に
乗
捨
て
た
ま
ひ
し
車
を
打
砕
き
薪
と
せ
し
よ
り
、
如
何
に
御

運
拙
く
と
も
天
孫
に
て
わ
た
ら
せ
た
ま
ふ
に
、
無
下
な
る
こ
と
を
し
た
と
弾
指
せ
ら
れ
、
自
然
と

其
黨
き
り
の
者
と
な
つ
た
と
云
ふ
の
は
奇
抜
な
話
で
あ
る
。
車
と
云
ふ
の
は
多
分
は
シ
ヤ
ア
と

云
ふ
稱
呼
か
ら
言
ひ
始
め
た
説
明
で
、
是
亦
昔
の
貴
人
を
引
合
に
出
す
通
例
の
癖
を
発
揮
し
た

も
の
で
あ
る
。
此
仲
間
の
や
う
に
零
落
し
て
は
、
原
の
形
を
探
る
の
に
難
い
が
、
幸
に
し
て
多
く

の
地
者
は
、
其
職
業
乃
至
は
生
活
か
ら
昔
は
名
実
と
も
侍
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
證
し
て
居
る
。
」 

柳
田
は
事
捨
に
「
じ
し
や
」
と
仮
名
を
振
り
、
民
間
宗
教
者
「
侍
者
」
へ
と
連
想
を
つ
な
げ
、

侍
者
が
零
落
し
た
姿
を
シ
ャ
ア
と
言
わ
れ
て
い
た
津
留
の
人
び
と
に
重
ね
て
い
る
。
「
関
秘
録
」

は
柳
田
文
庫
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
柳
田
は
内
閣
文
庫
本
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い
（
注
七
）
。

内
閣
文
庫
に
は
「
関
秘
録
」
の
写
本
が
三
点
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
請
求
番
号
二
一
一-

〇
二
九
〇
、

二
一
一-

〇
二
九
一
、
二
一
一-

〇
二
九
二
）
。
二
一
一-

〇
二
九
一
は
巻
五
を
欠
く
た
め
、
二
一
一

-

〇
二
九
〇
と
二
一
一-

〇
二
九
二
の
巻
五
を
確
認
す
る
と
、
た
し
か
に
津
留
に
関
す
る
記
述
は
あ

る
が
、
二
点
の
資
料
の
ど
ち
ら
も
柳
田
が
引
用
し
た
「
事
捨
」
で
は
な
く
「
車
捨
」
と
な
っ
て
い

る
。
車
捨
は
ジ
シ
ャ
と
は
読
め
な
い
。
二
一
一-

〇
二
九
〇
で
は
目
録
に
「
車
捨
」
と
あ
り
、「
捨
」

の
右
に
は
「
ス
テ
」
と
仮
名
が
振
ら
れ
て
い
る
。
本
文
も
「
車
捨
」
で
振
り
仮
名
は
な
い
。
柳
田

が
内
閣
文
庫
本
を
参
照
し
て
い
た
な
ら
ば
、
事
捨
＝
侍
者
仮
説
は
成
立
し
な
い
。 

柳
田
は
『
郷
土
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
る
論
考
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
し
、
地

方
か
ら
『
郷
土
研
究
』
に
寄
せ
ら
れ
た
投
稿
論
文
や
事
例
報
告
を
元
に
、「
日
本
民
俗
学
」
を
作

り
上
げ
よ
う
と
い
う
使
命
感
を
も
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
寄
せ
ら
れ
た
投
稿
論
文
を
読
ん
だ

う
え
で
、
初
期
柳
田
の
代
表
的
な
論
考
で
あ
る
「
毛
坊
主
考
」
の
一
部
を
仕
上
げ
、
投
稿
論
文
よ

り
先
に
『
郷
土
研
究
』
に
掲
載
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
史
料
は
残
さ
れ
て
い

な
い
が
、
毛
坊
主
考
で
示
さ
れ
た
津
留
に
関
す
る
仮
説
は
、「
関
秘
録
」
だ
け
で
な
く
、『
郷
土
研

究
』
に
投
稿
さ
れ
た
論
文
の
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

三
、
『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
の
影
響 

盆
歌
（
津
留
で
は
ク
ド
キ
と
い
う
）
の
一
つ
で
あ
る
「
津
留
物
語
」
は
基
本
的
に
は
口
頭
伝
承

に
よ
る
叙
事
歌
謡
で
、「
口
説
く
人
」
と
い
わ
れ
る
集
落
の
「
の
ど
自
慢
」
た
ち
が
自
筆
で
私
的

な
メ
モ
を
作
っ
て
伝
承
し
て
き
た
。
そ
の
メ
モ
は
口
説
く
人
自
身
の
た
め
の
備
忘
録
で
あ
る
。
一

方
、『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
の
コ
ピ
ー
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
村
の
歴
史

を
語
る
資
料
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
〔
厚
二
〇
〇
九
〕
。『
北
海
邊
郡
海
邊
村

津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
が
作
成
さ
れ
た
経
緯
と
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
影
響
が
地

理
学
者
の
吉
田
敬
市
の
論
考
〔
吉
田
一
九
三
〇
ａ
、
ｂ
、
ｃ
〕
と
、
民
俗
学
者
の
瀬
川
清
子
が
記

入
し
た
「
海
村
調
査
」
の
際
の
採
集
手
帖
〔
瀬
川
一
九
三
八-

一
九
三
九
〕
に
み
ら
れ
る
。 

吉
田
の
論
考
に
は
水
上
氏
と
い
う
大
分
県
職
員
が
「
津
留
部
落
の
研
究
者
で
同
氏
の
手
に
よ

っ
て
風
俗
習
慣
等
の
一

斑マ

マ

に
就
て
記
録
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
大
い
に
豫
備
知
識
を
得
る
事
が
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出
来
視
察
上
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
」〔
吉
田
一
九
三
〇
ａ
〕
と
あ
る
。
吉
田
が
見
た
記
録
の
一

つ
が
『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
で
あ
っ
た
ら
し
く
、『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津

留
部
落
改
良
計
劃
書
』
二
と
、〔
吉
田
一
九
三
〇
ｃ
〕
九
の
章
立
て
と
内
容
が
類
似
し
て
い
る
（
図

一
）
。
資
料
名
と
目
次
か
ら
、
当
時
の
津
留
に
見
ら
れ
た
問
題
と
そ
の
改
善
方
法
を
検
討
す
る
こ

と
が
こ
の
文
書
の
主
目
的
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
、
吉
田
が
注
目
し
た
部
分
に
つ
い
て
も
、
中
立

的
な
記
述
と
い
う
よ
り
は
、
問
題
点
に
着
目
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

   

『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
の
作
成
者
と
伝
わ
る
村
長
の
名
は
、
瀬
川
の
採

集
手
帖
の
「
走
り
祝
言
」
の
記
述
に
も
み
え
る
。「
走
り
祝
言
」
は
、
新
郎
の
家
と
新
婦
の
家
の

間
を
、
新
郎
と
新
郎
と
同
じ
格
好
を
し
た
友
人
、
新
婦
と
新
婦
と
同
じ
格
好
を
し
た
友
人
が
走
り

抜
け
、
そ
こ
に
衆
人
が
汚
物
を
投
げ
つ
け
る
と
い
う
、
か
つ
て
の
津
留
に
あ
っ
た
独
特
の
婚
礼
習

俗
で
あ
る
。 

こ
の
婚
姻
習
俗
に
つ
い
て
、
瀬
川
の
「
採
集
手
帖
」
を
み
る
と
、
記
述
の
大
半
は
漢
字
と
ひ
ら

が
な
交
じ
り
の
文
章
な
の
に
、「
走
り
祝
言
」
の
部
分
は
漢
字
と
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
、
そ
の
末
尾

に
丸
カ
ッ
コ
入
り
の
人
名
が
あ
る
。「
走
り
祝
言
」
の
部
分
は
、
ほ
か
の
部
分
と
明
ら
か
に
書
き

分
け
ら
れ
て
い
る
。
漢
字
と
ひ
ら
が
な
の
部
分
は
瀬
川
自
身
の
「
聞
き
書
き
」
、
漢
字
と
カ
タ
カ

ナ
の
部
分
は
何
ら
か
の
資
料
か
ら
の
書
き
写
し
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
が
『
北

海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。 

 

四
、
結
び 

本
稿
で
は
、
津
留
の
人
び
と
が
元
民
間
宗
教
者
で
あ
っ
た
と
す
る
柳
田
國
男
の
仮
説
は
、
不
十

分
な
史
料
批
判
に
よ
る
こ
と
、
従
来
、
素
朴
に
「
聞
き
書
き
」
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
報
告

は
、
津
留
の
問
題
点
を
書
き
連
ね
た
行
政
文
書
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
確
認

し
た
。「
よ
そ
者
」
と
し
て
の
調
査
者
が
、
現
地
の
有
力
者
か
ら
資
料
提
供
を
受
け
た
場
合
、
そ

の
資
料
を
完
全
に
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
瀬
川
が
津
留
を
訪
ね
た
一
九
三

八
年
は
国
家
総
動
員
法
が
制
定
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
女
性
ゆ
え
に
戦
争
に
行
か
ず
に
民
俗
調
査

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
瀬
川
は
、
立
ち
寄
る
場
所
で
、
た
び
た
び
ス
パ
イ
容
疑
を
掛
け
ら
れ
た

〔
瀬
川
一
九
七
一
〕
。
聞
き
取
り
調
査
が
実
施
し
に
く
い
世
相
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
瀬
川
は

自
著
で
「
走
り
祝
言
」
に
言
及
す
る
際
に
は
、「
実
際
は
腹
が
太
っ
て
い
る
の
で
「
余
り
走
る
な
」

と
注
意
す
る
」
と
、『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
に
は
な
い
情
報
を
加
筆
し
て

い
る
〔
瀬
川
二
〇
〇
六
（
一
九
五
七
）
〕
。
瀬
川
が
調
査
員
と
し
て
津
留
を
訪
ね
た
海
村
調
査
は
、

柳
田
仮
説
を
検
証
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
そ
の
調
査
も
『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改

良
計
劃
書
』
の
影
響
を
受
け
た
。
こ
れ
は
時
代
背
景
を
考
慮
す
れ
ば
仕
方
が
な
い
。 

筆
者
が
出
会
っ
た
、「
走
り
祝
言
」
を
記
憶
す
る
人
の
な
か
に
は
、
新
婦
が
婚
家
に
落
ち
着
く

よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
習
俗
だ
っ
た
と
、「
走
り
祝
言
」
を
好
意
的
に
説
明
す
る
人
も

い
た
。
だ
が
大
方
の
津
留
の
人
び
と
に
と
っ
て
は
、「
触
れ
ら
れ
た
く
な
い
遠
い
過
去
」
の
よ
う

で
、
話
は
ほ
と
ん
ど
聞
け
な
い
。
し
か
し
そ
の
事
実
も
含
め
て
生
活
史
の
一
幕
で
あ
る
。
津
留
は

幸
か
不
幸
か
、
研
究
者
に
「
発
見
」
さ
れ
た
時
期
が
早
か
っ
た
為
に
、
豊
富
な
事
例
報
告
が
残
っ
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た
。
研
究
者
は
報
告
を
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
報
告
が
刺
激
的
で
あ
れ
ば
余
計
に
、
慎
重
に
学
術
的

な
解
釈
を
す
る
義
務
が
あ
ろ
う
。 

フ
ラ
ン
ス
の
民
俗
学
者
ア
ル
ノ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
ッ
プ
の
『
通
過
儀
礼
』（
一
九
〇
八
年
）

は
、
儀
礼
研
究
に
初
め
て
一
つ
の
理
論
的
体
系
を
与
え
た
と
評
さ
れ
る
著
作
で
あ
る
。
こ
の
著
作

で
は
、
人
生
の
節
目
に
行
わ
れ
る
通
過
儀
礼
は
、
分
離
期→

過
渡
期→

統
合
期
の
プ
ロ
セ
ス
を
た

ど
り
、
不
安
定
な
境
界
状
況
の
過
渡
期
に
は
、
非
日
常
的
な
行
為
が
行
わ
れ
る
と
論
じ
ら
れ
た

〔
フ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
ッ
プ
二
〇
一
二
（
一
九
〇
八
）
〕
。
ヘ
ネ
ッ
プ
の
議
論
に
引
き
付
け
て
「
走
り
祝

言
」
を
解
釈
す
る
と
、
若
者
の
婚
礼
が
整
う
直
前
と
い
う
、
お
そ
ら
く
は
人
生
に
一
度
の
不
安
定

な
過
渡
期
の
儀
礼
が
「
走
り
祝
言
」
だ
と
説
明
で
き
る
。
津
留
の
人
々
は
日
常
的
に
若
者
に
汚
物

を
投
げ
つ
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。 

日
本
民
俗
学
の
黎
明
期
に
限
ら
れ
た
情
報
か
ら
出
さ
れ
た
仮
説
で
も
、
著
名
な
研
究
者
の
文

章
は
後
世
に
残
り
続
け
る
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
困
難
さ
と
、
困
難
で
も
継
続
す
る
こ
と
の
重

要
性
、
そ
し
て
現
地
へ
研
究
成
果
を
還
元
し
、
議
論
を
深
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
津
留
の
研
究
史

は
示
し
て
い
る
。 

 ≪

注≫
 

注
一 

筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
。
人
権
教
育
の
浸
透
に
よ
っ
て
特
定
の
集
落
の

人
び
と
と
い
う
民
俗
語
彙
は
表
向
き
で
は
使
わ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
シ
ャ
ア
と
い

う
語
を
理
解
で
き
る
人
は
臼
杵
市
周
辺
で
は
年
齢
、
性
別
、
居
住
集
落
を
問
わ
ず
少
な
く
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
研
究
史
を
踏
ま
え
て
学
術
的
な
解
釈
を
加
え
る
今
日
的
な
意
義
が
あ
る
。 

注
二 

あ
る
女
性
（
故
人
）
は
、
津
留
の
人
は
昔
「
言
葉
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
表
現
で
、

学
校
教
育
に
よ
っ
て
津
留
の
言
葉
が
標
準
語
に
修
正
さ
れ
た
こ
と
を
語
っ
た
。 

注
三 

臼
杵
市
立
海
辺
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
学
校
の
あ
ゆ
み
」http://syou.oita-

ed.jp/usuki/am
abe/history/history.htm

l 

二
〇
二
一
年
四
月
二
七
日
ア
ク
セ
ス
） 

 

注
四 

『
北
海
邊
郡
海
邊
村
津
留
部
落
改
良
計
劃
書
』
に
は
「
大
正
五
年
度
ニ
於
テ
巳
ニ
百
六

拾
人
ノ
不
就
學
者
ヲ
出
シ
是
等
多
數
ノ
児
童
ハ
終
ニ
目
ニ
一
丁
字
ヲ
解
ス
ル
ニ
至
ラ
ス
シ
テ
不

遇
ノ
生
涯
ヲ
終
ラ
ン
ト
ス
」
と
あ
る
。「
目
に
一
丁
字
な
い
」
と
は
、
黎
明
期
の
日
本
民
俗
学
が

研
究
対
象
と
み
な
し
た
、
字
を
解
さ
ぬ
庶
民
の
典
型
的
な
表
現
で
、
民
俗
学
者
の
間
で
は
、
し
ば

し
ば
肯
定
的
に
使
わ
れ
た
。
た
と
え
ば
柳
田
國
男
は
、
一
九
三
二
年
に
山
形
県
郷
土
研
究
会
で
お

こ
な
っ
た
講
演
「
郷
土
研
究
と
郷
土
教
育
」
で
、
従
来
か
ら
の
村
の
教
育
で
は
「
教
員
は
目
に
一

丁
字
な
き
ち
ょ
ん
髷
の
故
老
で
あ
り
、
教
科
書
は
胸
に
描
く
印
象
と
記
憶
と
で
は
あ
っ
た
け
れ

ど
も
」
青
年
は
多
く
を
学
ん
だ
。
そ
れ
こ
そ
が
国
民
の
教
育
と
し
て
の
郷
土
教
育
だ
と
し
て
、
文

部
省
の
唱
え
る
「
新
た
に
追
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
郷
土
教
育
を
批
判
し
て
い
る
〔
柳
田
一
九

九
〇
（
一
九
三
三
）
〕
。 

注
五 

津
留
を
訪
ね
た
研
究
者
と
訪
問
年
（
丸
カ
ッ
コ
内
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
吉
田
敬

市
（
一
九
三
〇
年
）
、
桜
田
勝
徳
（
一
九
三
四
年
）
、
瀬
川
清
子
（
一
九
三
八-

三
九
年
）
、
宮
本
常

一
（
一
九
四
七
年
）
、
厚
香
苗
（
二
〇
〇
八
年
二
・
八
月
、
二
〇
一
一
年
、
二
〇
一
三
年
五
・
八

月
、
二
〇
一
四
年
三
・
八
月
、
二
〇
一
八
年
）
。
柳
田
國
男
の
訪
問
記
録
は
な
い
が
、『
海
南
小
記
』

の
元
と
な
る
南
島
旅
行
の
際
、
臼
杵
市
周
辺
を
通
過
し
て
津
留
の
話
を
聞
い
て
い
る
〔
柳
田
一
九

八
九
（
一
九
二
五
）
〕
。 

注
六 

筆
者
が
披
見
し
た
コ
ピ
ー
機
で
複
写
し
た
複
写
物
に
は
、
複
写
で
あ
る
旨
が
コ
ピ
ー

元
の
所
有
者
の
も
の
ら
し
き
筆
跡
で
加
筆
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
披
見
し
た
資
料
は
少
な
く
と

も
原
本
か
ら
二
回
コ
ピ
ー
を
重
ね
て
い
た
。
原
本
の
所
有
者
お
よ
び
作
成
者
は
定
か
で
な
い
が
、

か
つ
て
津
留
で
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
た
際
に
、
ト
リ
ア
ー
ジ
を
お
こ
な
っ
た
村
長
だ
と
い
う
人

が
あ
る
。
移
動
的
な
生
活
を
し
て
い
た
能
地
漁
民
等
の
伝
え
る
由
緒
書
の
作
成
・
写
し
・
破
棄
と

伝
承
の
関
連
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
論
じ
る
。
な
お
津
留
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
人
が
書
い
た
自

集
落
の
歴
史
と
し
て
は
、
か
つ
て
の
津
留
区
長
、
日
高
登
氏
に
よ
る
も
の
が
詳
細
で
、
文
献
の
引

用
だ
け
で
な
く
集
落
に
お
け
る
口
伝
に
も
言
及
し
て
い
る
〔
記
念
事
業
実
行
委
員
会
一
九
七
八
〕
。 

注
七 

福
田
ア
ジ
オ
氏
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
名
誉
教
授
）
の
教
示
に
よ
る
。 

 

謝
辞 

西
郊
民
俗
談
話
会
第
六
七
〇
回
（
二
〇
〇
七
年
七
月
一
五
日
）
に
お
け
る
大
島
建
彦
氏
（
東
洋

大
学
名
誉
教
授
）「
大
分
県
坂
ノ
市
の
万
弘
寺
の
市
」
の
発
表
と
そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
刺
激
さ
れ
て
筆
者
は
津
留
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
。
研
究
の
契
機
を
下
さ
っ
た
大
島
氏
に

御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
記
録
は
な
い
が
大
島
氏
も
津
留
を
訪
れ
て
い
る
。 

 ≪
参
考
文
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） 

瀬
川
清
子
一
九
三
八-

一
九
三
九
「
採
集
手
帖
（
沿
海
地
方
用
）
」
（
瀬
川
清
子
研
究
会
二
〇
一

四D
VD

岩
田
書
院
） 

瀬
川
清
子
二
〇
〇
六
（
一
九
五
七
）
『
婚
姻
覚
書
』
講
談
社 

瀬
川
清
子
一
九
七
一
『
販
女―

女
性
と
商
業
』
未
来
社 

土
居
暁
風
一
九
一
五
「
豊
後
の
シ
ヤ
」
『
郷
土
研
究
』
三-

六
郷
土
研
究
社 

羽
原
又
吉
一
九
六
三
『
漂
海
民
』
岩
波
書
店 

広
島
県
教
育
委
員
会
編
一
九
七
〇
『
家
船
民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
書
』
広
島
県
教
育
委
員
会 

フ
ァ
ン
・
へ
ネ
ッ
プ
（
綾
部
恒
雄 

綾
部
裕
子
訳
）
二
〇
一
二
（
一
九
〇
八
）
『
通
過
儀
礼
』

岩
波
書
店 

福
田
ア
ジ
オ
一
九
九
二
『
柳
田
国
男
の
民
俗
学
』
吉
川
弘
文
館 

福
田
ア
ジ
オ
一
九
九
三
「
民
俗
学
と
子
ど
も
研
究―

そ
の
学
史
的
素
描
」（
『
国
立
歴
史
民
俗
博

物
館
研
究
報
告
』
五
四
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
） 

宮
本
常
一
（
田
村
善
次
郎
編
）
一
九
八
六
『
宮
本
常
一
著
作
集
三
二
村
の
旧
家
と
村
落
組
織
Ⅰ
』

未
来
社 

柳
田
國
男
一
九
九
〇
（
一
九
三
三
）「
郷
土
研
究
と
郷
土
教
育
」（
『
柳
田
國
男
全
集
』
二
六
筑

摩
書
房
） 

柳
田
國
男
一
九
一
五
「
護
法
童
子
（
毛
坊
主
考
の
十
）
」
『
郷
土
研
究
』
二-

一
一
郷
土
研
究
社 

柳
田
國
男
（
酒
井
卯
作
編
）
二
〇
〇
九
（
一
九
二
〇-

一
九
二
一)

『
南
島
旅
行
見
聞
記
』
森
話

社 

柳
田
國
男
一
九
八
九
（
一
九
二
五
）
）
『
海
南
小
記
』
（
『
柳
田
國
男
全
集
』
一
筑
摩
書
房
） 

吉
田
敬
市
一
九
三
〇
ａ
「
家
舟
的
聚
落
の
生
活
を
見
る
（
上
）
」
『
歴
史
と
地
理
』
二
五-

四
星

野
書
店 

吉
田
敬
市
一
九
三
〇
ｂ
「
家
舟
的
聚
落
の
生
活
を
見
る
（
中
）
」
『
歴
史
と
地
理
』
二
五-

五
星

野
書
店 

吉
田
敬
市
一
九
三
〇
ｃ
「
家
舟
的
聚
落
の
生
活
を
見
る
（
下
）
」
『
歴
史
と
地
理
』
二
五-

六
星

野
書
店 


